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い
な
わ
し
ろ
花
火
大
会
は
８
月
13

日
、
町
運
動
公
園
で
開
か
れ
、
約

２
０
０
０
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
り

ま
し
た
。

　

町
民
、
県
民
ら
の
絆
を
深
め
、
希

望
の
花
火
で
ふ
く
し
ま
を
元
気
に
し

よ
う
と
「
絆
」
を
テ
ー
マ
に
企
画
さ

れ
た
こ
の
花
火
大
会
。
音
楽
に
合
わ

せ
て
、
打
ち
上
げ
花
火
や
ス
タ
ー
マ

イ
ン
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
花
火
が
夜

空
を
鮮
や
か
に
彩
り
、
訪
れ
た
親
子

連
れ
な
ど
は
夜
空
に
大
輪
が
咲
く
た

び
に
、
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

花
火
大
会
の
前
に
は
、「
そ
れ
い

け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
」
や
ナ

ス
カ
の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も

開
か
れ
、
訪
れ
た
人
た
ち
は
多
彩
な

ス
テ
ー
ジ
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。07
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町
内
の
日
本
舞
踊
４
団
体
で
構

成
す
る
猪
苗
代
町
舞
踊
協
会（
若わ

か

柳や
ぎ

和わ
こ

香う

会
長
）の
発
表
会
は
８
月
19
日
、

学
び
い
な
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

若わ
か

柳や
ぎ

流り
ゅ
う

静せ
い

舞ぶ

会か
い

、
花は

な

柳や
ぎ

流り
ゅ
う

み
ほ

乃の

会か
い

、
内う

つ

海み

流り
ゅ
う

道み
ち

京き
ょ
う

会か
い

、
紫

む
ら
さ
き

派は

藤ふ
じ

間ま

流り
ゅ
う

紫し

真ま

藤ふ
じ

会か
い

の
会
員
約
50
人
が

41
の
演
目
を
披
露
。
華
麗
な
舞
で
会

場
に
詰
め
か
け
た
約
５
０
０
人
の
観

客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

　

訪
れ
た
人
た
ち
は
師
匠
た
ち
の
見

事
な
舞
や
子
ど
も
た
ち
の
か
わ
い
ら

し
い
踊
り
な
ど
、
一
つ
の
演
目
ご
と

に
大
き
な
拍
手
を
送
り
、
ス
テ
ー
ジ

を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

　

終
盤
の
演
目
「
水
戸
黄
門
」
は
、

途
中
か
ら
寸
劇
に
。
お
決
ま
り
の
印い

ん

籠ろ
う

を
出
す
シ
ー
ン
で
は
「
こ
こ
に
お

わ
す
方
を
ど
な
た
と
心
得
る
。
駅
前

の
相
原
さ
ん
で
は
な
い
ぞ
」
と
格
さ

ん
が
と
ぼ
け
る
と
、
場
内
は
笑
い
に

包
ま
れ
ま
し
た
。
一
件
落
着
の
後
、

出
演
者
ら
に
よ
っ
て
餅
が
振
る
舞
わ

れ
、
再
び
場
内
は
盛
り
上
が
り
を
見

せ
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
演
目
が
終
わ
る
と
出
演

者
ら
が
壇
上
に
。
代
表
し
て
花は

な

柳や
ぎ

寿す

美み

衡ひ
ら

副
会
長
が
お
礼
の
あ
い
さ
つ
を

述
べ
、
三
本
締
め
で
ス
テ
ー
ジ
の
成

功
を
祝
い
ま
し
た
。

　

郡
山
か
ら
発
表
会
を
見
に
訪
れ
た

佐
藤
定さ

だ

子こ

さ
ん
は
「
流
派
の
垣
根
を

越
え
て
一
緒
に
や
る
の
は
素
晴
ら
し

い
こ
と
。
と
て
も
良
い
ス
テ
ー
ジ
で

し
た
」
と
感
想
を
述
べ
ま
し
た
。

日本舞踊４団体が
合同発表会を開催

02　Pick   up

03　いなわしろ花火大会

04　平成 24 年度東西長寿番付表

06　スクールトピックス & ニュース INAWASHIRO

08　まちのわだい

12　笑顔でこんにちは／猪苗代そば紀行／保健だより

14　学びの泉

16　いなわしろタウンページ

18　暮らしの情報広場

20　みんなの美術館／食生活改善推進員コーナー

猪苗代
まちの応援マガジン　いなわしろ

9
Sep.2012

No.623

広
報

今月の表紙
Pick Up でも紹介した
町舞踊協会発表会。り
りしい表情で踊るのは、
若柳流の宗像勇

ゆ う

樹
き

さん
（猪苗代中２年）。イケ

メンの華麗な舞いに、
観衆の目がくぎ付けに。
演舞が終わると、場内
からは大きな拍手が送
られました。

【撮影日】　８月 19 日
【撮影場所】　学びいな

【目次】
05 06

01 03

04

02

1 ～ 4　猪苗代の夜空を彩っ

た花火。音楽をバックに約

2000 発の花火が打ち上げら

れました

5　花火大会に 100 万円を寄

付した東亜道路株式会社の
齋藤秀

ひ で

雄
お

福島営業所次長に
感謝状が贈呈されました
6　ナスカのライブステージ

7　多くの親子連れが集まっ

たアンパンマンショー

いなわしろ花火大会 -絆-
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A N
　  猪高生が鉄人らをサポート
　８月 26 日に開催された第 14 回うつくしまトラ
イアスロン in あいづには、猪苗代高校のＪＲＣ委
員会やスキー部などの生徒 12 人がボランティアと
して参加し、鉄人たちの過酷なレースをサポートし
ました。参加した生徒らは、天神浜で受付、給水所
や足洗い場などを担当。すべての選手たちが自転車
で天神浜を後にすると、大粒の汗を流しながら選手
の荷物をトラックに積み込みました。
　レース前に足洗い場の準備をしていたスキー部の
佐藤和

か ず

貴
き

さんは「いつもは周りの人たちに支えても
らっている立場。今日は選手が競技に専念できるよ
うに、精一杯サポートします」と話していました。
　受付や給水所などを担当した森田未

み

来
く

さんと渡部
杏
あ ん

菜
な

さんは「選手がノリのいい人ばかりでとても楽
しかった。ぜひまた参加したいです」と感想を述べ
ました。

写真上　選手にドリンクを渡
す生徒ら。「取ってもらえる
とうれしい」と笑顔
写真下　「滑るので気を付け
てくださーい」と大きな声で
選手一人一人に声を掛ける佐
藤さんら

　  緑を守ることの大切さ学ぶ
　第 38 回緑の少年団絆づくり大会は７月 25 日、
町体験交流館学びいなと昭和の森で開催されました。
　県内 12 の緑の少年団などから 350 人が参加し
たこの大会には、吾妻小、猪苗代小、翁島小、緑小
の緑の少年団から 84 人が参加しました。
　学びいなで催された式典では、活動発表大会の表
彰式のほか、各団の活動内容発表やラジオパーソナ
リティーの森和

か ず

美
み

さんによる講演などが行われ、団
員たちは熱心に聞き入っていました。式典の最後に
は、緑小緑の少年団の佐藤竜

りゅう

希
き

さんが「緑を愛し、
友情の絆を深め、森林を守ることの大切さを学びま
す」と誓いの言葉を述べました。
　式典終了後に昭和の森で行われた体験交流活動で
は、団員らが森の案内人から植物などについて説明
を受けながら森を散策し、緑を守る大切さをあらた
めて感じ取っていました。

写真上　昭和の森の散策中に
森の案内人の説明を聞く翁島
小緑の少年団の団員ら
写真下　「緑を愛し、森林を
守ることの大切さを学びま
す」と誓いの言葉を述べる佐
藤さん（左）

ʃɹ˂ʵʒʞʍɹʃ ᴣ ʕʯ˂ʃ INAWASHIRO

　  児童らがスイカ割りに挑戦
　猪苗代保育所のスイカ割りは８月２日、同保育所
で催され、児童たちが自分の体ほどもある大きなス
イカに挑みました。
　児童たちは、友だちには大きな声で「がんばれー」
と声援を送り、自分の順番がくると、目隠しをして

「まっすぐー」「おはしを持つほうー」という先生た
ちの声を頼りに、３㍍ほど先にあるスイカを目指し
ました。
　スタスタと前に進みさっと棒を振り下ろしてしま
う子、一歩一歩ゆっくりと慎重に進んでいく子など、
それぞれが個性を発揮しながらスイカ割りを楽しん
でいました。
　スイカ割りが終わり、切り分けられたスイカが登
場すると、児童たちは「おいしい」「冷たい」と話
しながら、太陽よりもまぶしい笑顔でスイカにかぶ
りつきました。

写真上　「みぎー」「ひだりー」
先生たちの声でスイカの前に
たどり着き、力を込めて棒を
振り下ろします
写真下　お待ちかねの時間。
大好きなスイカに夢中でかぶ
りつきます

　  幼稚園と保育所の交流図る
　今年２回目となる吾妻幼稚園と中ノ沢保育所の交
流会は８月 30 日、亀ケ城公園で開催され、両施設
の４、５歳児合わせて 25 人が交流を深めました。
　公園に到着した園児たちは、自己紹介を終えると
水着に着替えてじゃぶじゃぶ池へ。大好きな水遊び
を仲良く１時間ほど楽しみました。
　中ノ沢保育所の福地輝

きらり

さん、鈴木くるみさん、鈴
木愛

あ い

咲
ら

さんの３人は「噴水とぞうさんの滑り台が楽
しい」と元気に話していました。

写真上　元気に遊ぶ子どもた
ち。滑り台が大人気
写真左　「いい湯だな―」と
おどける３人。そこは足湯
じゃないよ
写真右　最後にみんなで記念
撮影しました

lementary schoolE

D

igh schoolH indergarten ＆ Nursery schoolK

ursery schoolN
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まちのわだい
TOWN  TOPICS

　町戦没者追悼式は８月３日、町体験交流館学びいなで執り行
われました。式には遺族連合会会員や来賓など約 160 人が出席、
国歌斉唱の後、黙とうをささげ、先の大戦で犠牲になった 800
余柱の冥福を祈りました。前後町長が「尊い犠牲の上に築かれた
現在の平和と繁栄を維持し、安心して暮らせる社会を作るため全
力を尽くすことを誓います」と式辞、西田茂

し げ

樹
き

会津保健福祉事務
所長、鈴木武

た け

喜
き

議長が追悼の辞を述べた後、出席者らが献花をし、
英霊を慰めました。
　追悼式に続き、町遺族連合会主催の慰霊祭が開催されました。

英霊800余柱の冥福を祈る
戦没者追悼式と慰霊祭が催される

献花をして英霊の冥福を祈る前後町長

　町納税貯蓄組合連合会の会長などを務める常盤嘉
か

一
い ち

さん（樋ノ
口）への納税功労者知事感謝状伝達式は ８月１日、町役場応接室
で執り行われ、石井浩

ひろし

県会津地方振興局長から感謝状が手渡さ
れました。
　この感謝状は、町納税貯蓄組合連合会会長のほか、会津若松地
区納税貯蓄組合連合会の副会長、県納税貯蓄組合連合会の理事を
務め、納税制度の普及や県税の納税に寄与したことに対して贈ら
れたもの。常盤さんは「これを糧に、今後も税に関する啓発をし
ながら、誠心誠意取り組んでいきたい」と話しました。

納税制度の普及活動に感謝
常盤嘉一さんに県知事感謝状贈呈

左から石井振興局長、常盤さん、大川原副町長

　有限会社花雅（幸野）、宇川ブルーベリー園（五十軒）、浅野茂
しげる

さん宅（打越）のブルーベリー畑で、町内の幼稚園・こども園の
園児らがブルーベリー狩りを楽しみました。
　７月 30 日、花雅のブルーベリー畑では、さくらこども園の３
～５歳児 41 人がブルーベリー摘みに挑戦。「おいしい」「甘い」
とブルーベリーをほお張りながら、摘んだブルーベリーをおみや
げ用の袋に入れました。摘み終わると、園児たちは袋いっぱいに
入った紫色の実を満足げに眺めながら「こんなにたくさん採れた」

「パパとママに食べさせてあげたい」などと話していました。

むらさきの夏の味覚楽しむ
園児らがブルーベリー摘みに挑戦

ブルーベリー摘みを楽しむ園児たち

　町と猪苗代湖環境保全推進連絡会が主催する猪苗代湖岸クリー
ンアップ作戦は８月５日、天神浜と松橋浜で開かれ、町民 194
人が湖岸のごみ拾いなどに取り組みました。
　今年は一般参加者のほか、猪苗代中学校の１年生と保護者らが
学年行事で参加。天神浜での開会式終了後、同校の生徒らは松橋
浜を、一般参加者は天神浜を歩き、ごみを拾い集めました。
　清掃活動終了後、佐藤善

ぜ ん

司
し

さん（小平潟）を講師に、小平潟が
生んだ室町時代の天才連歌師、猪苗代兼

け ん

載
さ い

についての座学が開か
れ、参加者らは熱心に耳を傾けていました。

水質日本一の復活を目指す
猪苗代湖岸でクリーンアップ作戦

松橋浜のごみを拾う猪苗代中学校の生徒と保護者

　静岡県三島市議会などの訪問団は７月 23 日、町役場を訪れ、
前後町長と懇談しました。
　碓

う す

井
い

宏
ひ ろ

政
ま さ

三島市議会議長ら５人が前後町長と懇談し、東京電力
福島第一原発事故の影響による本町の風評被害の状況などを確
認。本町のほか耶麻郡内の各町村も視察し、被害の現状を把握し
ました。
　三島市は、風評被害解消のため、同市で開催された物産展で本
町の特産品やそばなどの販売などに協力。広報紙などでもＰＲし
ていただいています。

風評被害の状況などを確認
静岡県三島市の訪問団が町を視察

町役場を訪れた碓井議長（左から２人目）ら

　東京都世田谷区の「みしまの森学舎」は８月６日、町役場を訪
れ、災害復興支援協力金として町に約 12 万円を寄付しました。
　世田谷区の東深沢中と学区内の東深沢小、等々力小の区立３校
で組織する「みしまの森学舎」は、震災後、生徒会や児童会を中
心に募金活動を展開。東深沢中が本町でスキー合宿を開催してい
ることから、浄財の一部が寄付されたものです。
　贈呈式は同日、町役場で行われ、東深沢中生徒会の板垣拓

た く

磨
ま

副
会長と総務の佐佐木英

ひ で

人
と

さん、遠藤春
は る

菜
な

さんの３人が前後町長に
善意を手渡しました。

震災からの復興に役立てて
東京のみしまの森学舎が町に寄付

（左から）前後町長、板垣さん、遠藤さん、佐佐木さん
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まちのわだい
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　戊辰戦争の激戦地、母
ぼ

成
な り

峠
とうげ

の戦いで戦死した東軍殉難者の慰霊
祭は 8 月 21 日、母成慰霊碑前で執り行われ、母成弔

ちょう

霊
れ い

義
ぎ

会
か い

会員
や殉難者の子孫など約 30 人が出席しました。
　仏事に続き、母成弔霊義会の橋本彦

ひ こ

一
い ち

会長が祭文を読み上げ、
前後町長が弔辞を述べた後、参列者が焼香して殉難者の冥福を祈
りました。
　慰霊祭後、吾妻小学校の 5 年生の児童９人が白虎隊の剣舞を
奉納し、戦死者の霊を慰めました。
　この慰霊祭は、母成弔霊義会の主催で毎年開かれています。

東軍殉難者の御霊安らかに
戊辰戦争の激戦地母成峠で慰霊祭

慰霊碑の前で剣舞を奉納する吾妻小の児童

　学校法人中村学園の幼稚園児から大学生までが所属する埼玉県
幸手市のスイミングスクール、白

し ろ

石
い し

泳
え い

友
ゆ う

会
かい

（白石哲
て つ

也
や

校長）は８
月 22 日、町役場を訪れ、復興支援金２万 1241 円を寄付しました。
　寄付された浄財は、９月に埼玉県で開催される水泳大会に出場
するメンバー 17 人とコーチらが募金箱に寄せたもの。同大会に
出る選手らが合宿で本町を訪れることから寄付されたものです。
　メンバーを代表して土井晴

は る

太
た

郎
ろ う

さんが前後町長に善意を手渡す
と、前後町長は「善意をありがとうございます。被災者のために
有効に使わせていただきます」とお礼の言葉を述べました。

スイマーたちが復興を支援
埼玉県の白石泳友会が町に寄付金

前後町長に善意を手渡す土井さん（中央）

　第 14 回うつくしまトライアスロン in あいづは８月 26 日、猪
苗代湖の天神浜でのスイム（1.5㌔）、天神浜から会津大までのバ
イク（40㌔）、同大周辺を走るラン（10㌔）の 51.5㌔のコース
で開催され、鉄人たちが自らの限界に挑戦しました。
　昨年は東日本大震災などの影響で町内だけで開催されたこの大
会。今年は猪苗代、磐梯両町と会津若松市の１市２町にまたがる
コースに戻り、全国から過去最多の 498 人が出場しました。
　レースにはロンドン五輪トライアスロン女子日本代表の選手ら
も応援に駆け付け、選手たちに笑顔で声援を送っていました。

鉄人たちが己の限界に挑む
天神浜など舞台にトライアスロン

498 人の鉄人たちが町内を駆け抜けました

　町都市計画道路見直し検討委員会（佐藤正
ま さ

人
と

委員長）は８月 24
日、前後町長に検討結果を報告しました。
　同委員会は未着手の都市計画道路について、時代に即した計画
にするため、４回にわたり会議を開催。報告では、検討した 15
路線について、おおむね町案のとおりとした上で、南北に比べ東
西方向の整備が極めて遅れているとして、本町線などの早期整備
を進めることなどが付帯意見として出されました。
　報告を受け、前後町長は「検討結果を踏まえ、早く整備を進め
ていきたい」と述べました。

今後のまちづくりのために
都市計画道路見直し検討委が報告

前後町長に報告書を手渡す佐藤委員長（左）

　第６回グラウンドゴルフ町長杯は８月 30 日、亀ケ城公園みん
なの広場で開催され、選手らが熱戦を繰り広げました。
　大会には猪苗代町宝の山グラウンドゴルフ協会（小林元

も と

一
か ず

会長）
の会員ら 54 人が参加。選手らは「マンホールの上をねらって打っ
てみろー」「おー、うまい」と仲間にアドバイスや声援を送りな
がら、楽しそうにプレーしていました。
　主な成績は次のとおりです。
男子の部　①田上晃

あきら

②松江宏
ひ ろ

良
よ し

③五十嵐忠
た だ

行
ゆ き

女子の部　①山口丈
じょう

子
こ

②小池亜
ひ ろ

子
こ

③長島吉
よ し

子
こ

町長杯をかけて熱戦を展開
グラウンドゴルフ大会開催される

楽しみながらプレーする参加者ら

　猪苗代小学校の児童らで構成する猪苗代スポーツ少年団は８月
22 日、清掃活動を実施しました。
　猪苗代小学校に集まった１年生から６年生までの団員約 80 人
は、３班に分かれて清掃を開始。保護者らと一緒に同校や町役場
の周辺、商店街などを歩き、ごみを拾い集めました。
　サッカー部の渡辺北

ほ く

斗
と

さん（猪苗代小５年）は「たくさんのご
みが落ちていた。拾ってきれいになって気持ち良かったです」と、
奈良部桜

お う

士
じ

郎
ろ う

さん（同３年）は「ごみを捨てると地球が汚れるので、
絶対にポイ捨てしません」と話しました。

団員みんなで町をきれいに
猪苗代スポーツ少年団が清掃活動

町役場周辺のごみを拾う団員と保護者ら
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人懐こく、みんなに笑顔を振りまく善仁くん。「とに
かく元気に育ってほしいですね」とパパとママは話し
ます。

笑顔でこんにちは

　

先
日
開
か
れ
た
町
の
離
乳

食
教
室
で
は
、
ほ
か
の
子
た

ち
に
「
ウ
ー
、
ウ
ー
」
と
話

し
か
け
て
回
っ
て
い
た
と
い

う
善
仁
く
ん
。「
マ
マ
に
似

て
、
子
ど
も
た
ち
は
み
ん
な

お
し
ゃ
べ
り
好
き
。
い
つ
も

に
ぎ
や
か
で
す
」
パ
パ
の
善

倫
さ
ん
は
笑
顔
で
話
し
ま
す
。

　

間
も
な
く
９
カ
月
を
迎
え
、

足
腰
が
し
っ
か
り
し
て
き
た

善
仁
く
ん
は
、
つ
か
ま
り
立

ち
や
伝
い
歩
き
も
思
い
の
ま

ま
。「
歩
行
器
も
自
由
自
在

に
乗
り
こ
な
し
て
い
ま
す
。

勢
い
余
っ
て
玄
関
に
落
ち
た

こ
と
も
」
笑
っ
て
話
す
の
は
、

マ
マ
の
孝
子
さ
ん
。
善
仁
く

ん
の
愛
車
は
、
パ
パ
も
赤

ち
ゃ
ん
の
頃
に
使
っ
て
い
た

も
の
。
祖
父
の
善ぜ

ん

司し

さ
ん
が

修
理
を
重
ね
、
乗
り
継
が
れ

て
き
た
名
車
で
す
。

　

好
奇
心
旺
盛
な
善
仁
く
ん
。

目
新
し
い
も
の
を
探
し
て
、

今
日
も
愛
車
で
家
中
を
探
検

し
ま
す
。

※「
笑
顔
で
こ
ん
に
ち
は
」

に
掲
載
希
望
の
人
は
広
報
担

当
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

☎（
62
）２
１
１
１

Hello in the smile保健だより Health information

　食事で健康寿命を延ばそう

お姉ちゃんのはるかちゃん（前列左）とあかりちゃん（前列
右）の間でごきげんの善仁くん

平成 23 年 12 月生まれ
～小平潟　　
善
よ し

倫
み ち

さん・孝
た か

子
こ

さん夫婦の長男

佐藤　善
よ し

仁
ひ と

　くん

Inawashiro soba travelogue

　

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
で

そ
ば
が
楽
し
め
る
、
樋
ノ
口
の

「
手
打
そ
ば
処
ま
る
ひ
」。
少
し

分
か
り
に
く
い
場
所
に
あ
り
な

が
ら
、
県
内
外
か
ら
多
く
の
お

客
さ
ん
が
訪
れ
る
人
気
店
で
す
。

　

そ
ば
は
、
町
内
産
の
石
臼
び

き
そ
ば
粉
と
ロ
ー
ル
び
き
そ
ば

粉
を
ブ
レ
ン
ド
し
、
代
々
受
け

継
が
れ
て
き
た
技
で
手
打
ち
し

た
田
舎
そ
ば
。
歯
ご
た
え
が
あ

り
、
み
ず
み
ず
し
さ
が
際
立
つ

喉
越
し
の
良
い
そ
ば
で
す
。

　

そ
ば
に
必
ず
付
く
天
ぷ
ら
の

材
料
は
、
自
家
栽
培
の
野
菜
や

地
元
で
採
れ
た
山
菜
。「
今
日

の
天
ぷ
ら
は
何
？
」
と
旬
の
天

ぷ
ら
を
楽
し
み
に
店
を
訪
れ
る

お
客
さ
ん
も
多
い
の
だ
と
か
。

時
期
に
よ
っ
て
は
、
他
店
で
は

食
べ
ら
れ
な
い
よ
う
な
珍
し
い

天
ぷ
ら
も
味
わ
え
ま
す
。

　

お
す
す
め
は
「
天
ぷ
ら
付
も

り
そ
ば（
１
０
０
０
円
）」。
食

べ
ご
た
え
の
あ
る
も
り
そ
ば
と

季
節
の
天
ぷ
ら
が
味
わ
え
る
、

大
満
足
の
一
品
で
す
。

営
業
時
間

午
前
11
時
～
午
後
４
時

定
休
日　

水
曜
日

☎（
64
）２
１
２
８

（店主　増子　マスさん）

手打ちそば処 まるひ おすすめの天ぷら付もりそば

「気軽にそばを食べに来てください」と店主の増子さん（右）

猪苗代そば紀行

　

皆
さ
ん
、
毎
年
９
月
が
健
康
増
進

普
及
月
間
と
い
う
こ
と
は
ご
存
じ
で

す
か
？
こ
の
月
間
は
「
１
に
運
動　

２
に
食
事　

し
っ
か
り
禁
煙　

最
後

に
ク
ス
リ　

～
健
康
寿
命
を
の
ば
そ

う
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
皆
さ
ん

が
生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
正
し
い
知

識
を
持
ち
、
自
分
の
生
活
習
慣
を
見

直
し
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

も
ら
う
た
め
の
普
及
月
間
で
す
。

　

日
本
は
世
界
有
数
の
長
寿
国
で
す

が
、
最
近
で
は
単
な
る
長
寿
だ
け
で

な
く
、
よ
り
長
く
健
康
で
自
立
し
た

生
活
が
で
き
る
期
間
「
健
康
寿
命
」

を
延
ば
す
こ
と
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。

食
事
で
健
康
寿
命
を
延
ば
す

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
も
あ
る
と
お
り
、

健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
は
、
禁

煙
は
も
と
よ
り
、
適
度
な
運
動
や
バ

ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
が
不
可
欠
で
す
。

今
回
は
そ
の
中
の
食
事
に
ス
ポ
ッ
ト

を
あ
て
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め

の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

●
主
食
、
主
菜
、
副
菜
を
基
本
に
バ

ラ
ン
ス
良
く
食
べ
ま
し
ょ
う

　

ご
は
ん
、
肉
、
魚
、
野
菜
、
乳
製

品
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
食
材
を
組
み
合

わ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

外
食
で
は
、
ど
う
し
て
も
バ
ラ
ン

ス
が
偏
り
が
ち
に
な
り
ま
す
。
な
る

べ
く
定
食
も
の
を
選
ん
だ
り
、
家
で

の
食
事
は
外
食
で
食
べ
ら
れ
な
か
っ

た
食
材
を
取
り
入
れ
る
な
ど
の
工
夫

を
し
ま
し
ょ
う
。

●
野
菜
は
１
日
３
５
０
㌘
食
べ
ま

し
ょ
う

　

日
本
人
は
１
日
平
均
２
５
０
㌘
の

野
菜
を
食
べ
て
い
ま
す
。
い
つ
も
の

食
事
に
野
菜
を
あ
と
１
０
０
㌘
（
ト

マ
ト
な
ら
半
分
、
野
菜
炒
め
な
ら
半

皿
分
）
加
え
る
と
目
標
達
成
で
す
。

ほ
う
れ
ん
草
な
ど
の
葉
物
は
ゆ
で
た

り
、
蒸
し
た
り
す
る
こ
と
で
か
さ
が

減
り
生
野
菜
よ
り
も
食
べ
や
す
く
な

り
ま
す
。

●
塩
分
は
控
え
め
に
し
ま
し
ょ
う

　

１
日
の
塩
分
摂
取
量
の
目
標
は
、

男
性
９
㌘
未
満
、
女
性
が
７
・
５
㌘

未
満
で
す
。

　

い
つ
も
食
卓
に
並
べ
る
し
ょ
う
ゆ

は
、
だ
し
醤
油
や
減
塩
醤
油
に
し
た

り
、
味
噌
汁
は
だ
し
の
旨
み
を
上
手

に
利
用
し
塩
分
摂
取
量
を
減
ら
し
ま

し
ょ
う
。

●
朝
食
は
必
ず
食
べ
ま
し
ょ
う

　

朝
食
は
眠
た
い
身
体
を
目
覚
め
さ

せ
て
く
れ
る
大
切
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

素
に
な
り
ま
す
。

　

朝
は
忙
し
い
か
ら
…
と
い
っ
て
朝

食
を
抜
く
の
で
は
な
く
、
ち
ょ
っ
と

早
起
き
を
し
て
簡
単
に
作
れ
る
も
の

（
ご
は
ん
に
納
豆
＋
和
え
物
、
パ
ン

に
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
＋
サ
ラ
ダ

な
ど
）
を
少
し
で
も
食
べ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

　

平
均
寿
命
が
長
い
と
さ
れ
て
い
る

日
本
人
で
す
が
、
近
年
は
生
活
習
慣

病
に
か
か
る
人
も
増
加
し
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
自
分
や
家
族
の
生
活

習
慣
を
見
直
し
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
や
運
動
習
慣
を
こ
こ
ろ
が
け
、

こ
れ
か
ら
の
生
活
を
健
康
に
過
ご
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

栄
養
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

　

町
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
栄

養
講
習
会
が
７
月
18
日
か
ら
31
日
ま

で
の
間
、
各
地
区
の
保
健
協
力
員
を

対
象
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
生
活
を
広

め
る
た
め
、
保
健
協
力
員
に
よ
り
各

地
で
伝
達
栄
養
講
習
会
を
開
催
し
ま

す
。
自
分
や
家
族
の
食
生
活
を
見
直

す
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
皆
さ
ん
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

　
【
野
菜
１
０
０
㌘
の
目
安
】

　

ト
マ
ト　
　
　
　

１
／
２
個

　

ホ
ウ
レ
ン
草　
　

１
／
３
束

　

キ
ュ
ウ
リ　
　
　
　
　

１
本

　

タ
マ
ネ
ギ　
　
　

１
／
２
個

　

ニ
ン
ジ
ン　
　
　

１
／
２
本

自分と家族のために、健康寿命を延ばしましょう
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　英会話教室の受講生を募集します。
町の外国語指導助手アラン・インクス
ター先生が、やさしくていねいに指導
します。楽しみながら本場の英語に親
しみませんか。
●日時：

【初級 / 中級者コース】
① 10 月９日、② 10 月 23 日、
③ 11 月６日、④ 11 月 20 日、
⑤ 12 月４日、⑥ 12 月 18 日
初級者コース　午後６時 30 分～午後７時 25 分
中級者コース　午後７時 35 分～午後８時 30 分
※初級者コースは中学生レベル、中級者コースは高校生
レベルを対象とします。

【幼児 / 小学生コース】
① 10 月 10 日、② 10 月 24 日、③ 11 月７日、
④ 11 月 21 日、⑤ 12 月５日、⑥ 12 月 19 日
幼児コース　午後６時 30 分～午後７時
小学生コース　午後７時 10 分～午後７時 40 分
●会場：町体験交流館学びいな
●参加費：無料
●申し込み：町体験交流館　☎ 72-0180
※申し込み時に、受講コースの希望をお知らせください。

 学 び の 泉 № 186

教育委員会だより

  ■猪苗代町体験交流館■ Mail   mana@town.inawashiro.fukushima.jp
TEL  0242-72-0180　FAX  0242-62-5350教育委員会生涯学習課

 

教
育
委
員
会
コ
ラ
ム

　
　
　
　
　

 

～
第
二
十
八
回
～

　

近
年
、
お
墓
の
形
態
が
変
わ
り
つ
つ
あ
る
よ

う
だ
。
何
々
家
先
祖
代
々
の
墓
、
と
い
う
よ
う

な
従
来
の
形
で
は
経
済
面
や
墓
地
の
問
題
な
ど

が
あ
り
、
特
に
都
会
で
は
維
持
で
き
な
く
な
っ

て
き
て
、
共
同
墓
地
な
ど
に
入
る
人
や
家
が
増

え
て
い
る
そ
う
だ
。

　

死
者
の
魂
が
何ど

処こ

へ
往い

く
の
か
と
い
う
、
い

わ
ゆ
る
「
他
界
観
」
は
各
宗
教
や
民
俗
学
上
の

重
要
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
る
。

　

柳
田
國
男
に
よ
れ
ば
死
者
の
魂
は
、
里
の

家
々
や
田
畑
を
見
下
ろ
せ
る
近
く
の
山
に
往
く

と
い
う
が
、
そ
こ
は
神
の
住
む
神
域
で
あ
る
。

一
方
、
折お

り

口ぐ
ち

信し
の

夫ぶ

は
琉
球
、
沖
縄
あ
た
り
の
風

習
に
基
づ
き
、
霊
魂
は
遥は

る

か
海
の
彼か

方な
た

に
去
っ

て
往
く
と
す
る
。
そ
こ
は
永
遠
の
住
み
か
で

「
常と

こ

世よ

」
と
呼
ば
れ
る
。

　
「
お
盆
」
や
「
お
祭
り
」
の
際
に
は
、
家
々

の
祖そ

霊れ
い

な
ど
様
々
な
霊
や
魂
が
磐
梯
山
を
始
め

近
く
の
山
々
か
ら
里
に
下
り
て
く
る
。
里
人
と

の
一ひ

と

時と
き

の
交
感
の
後
、
多
く
の
霊
た
ち
が
荒
ぶ

る
こ
と
な
く
迷
わ
ず
に
、
ま
た
元
の
住
み
か
に

戻
れ
る
よ
う
に
と
祈
る
の
が
お
盆
や
お
祭
り
の

本
来
の
意
味
で
あ
る
。

　
「
死
者
」
と
の
記
憶
を
大
切
に
す
る
の
は
、

日
本
文
化
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。
お
盆
や
お

彼
岸
、
お
祭
り
等
を
通
じ
て
、
日
頃
忘
れ
て
い

る
ご
先
祖
様
を
思
い
出
し
、
感
謝
の
念
を
持
つ

こ
と
は
、
今
後
も
変
わ
る
こ
と
の
な
い
大
切
な

こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
土
屋
）

　「心を癒す力のあるクラシック音楽で福島県を少しでも元気
にしよう」こんな想いに賛同してくれた国内外の演奏家が猪苗
代に集結。世界が認める超絶の音色で 20 ステージ以上を披露
し、紅葉が映える猪苗代を音楽で彩る３日間です。
●開催期間：10 月６日（土）～ 10 月８日（月・祝）
●会場：
Ａ会場（町体験交流館学びいな）
Ｂ会場（野口英世至誠館）
Ｃ会場（アンジュール猪苗代）
Ｄ会場（リステル猪苗代・宿泊者専用の公演となります）
※Ａ会場のみ全席指定、ほかは全席自由
公演はすべて１回ごとの完全入替制による１ステージ約 50 分
の公演となります。また、未就学児の入場はできませんのでご
了承ください。
各会場の出演者、演奏内容については、パンフレットまたはホー
ムページ（http://bandaikohgen.web.fc2.com/）でご確認くだ
さい。
●主な出演者：ノエ・乾（バイオリン）、マリオ・ヘリング（ピ
アノ）、レオナルト・エルシェンブロイヒ（チェロ）、アレクセイ・
グリニュク（ピアノ）、建孝三（ギター）、竹山愛（フルート）、
善久（オカリナ）、碓井俊樹（ピアノ）、N.F. レディースシンガー
ズ（合唱）

　　　英会話教室の受講生を募集

　文化財に関する知識の普及と愛護精神の高揚を図るた
め、講演会が開催されます。指導者に限らず、興味があ
る方ならどなたでも受講できます。無料ですので、どう
ぞご来場ください。
●期日：10 月 10 日（水）
●会場：町体験交流館学びいな
●研修内容及び講師：講演「震災と考古学」県文化財セ
ンター白河館長・菊池徹

て つ

夫
お

、事例報告「土津神社にみら
れる八角形の思想」町生涯学習課主任・兼田芳

よ し

宏
ひ ろ

、講義「福
島県の文化財保護行政の現状」県文化財課主幹兼副課長・
村木亨

とおる

●日程：午後０時 30 分～受付、午後１時～開講式、午
後１時 10 分～講演、午後２時 40 分～事例報告、午後
３時 30 分～講義、午後４時 10 分終了予定

�  　文化財保護指導者研修会のお知らせ

 町民体力測定・ニュースポーツフェスティバル開催

� 　　　第 31 回町民大運動会開催

　町民の体力・運動能力の現状を把握するため、町民体
力測定を実施します。また、健康増進やニュースポーツ
の普及を図ることを目的にニュースポーツフェスティバ
ルも併せて開催します。町内に住んでいる人ならどなた
でも参加できます。皆さんの参加をお待ちしています。
●日時：10 月６日（土）　午前９時～正午（お好きな時
間にお越しください）
●会場：町総合体育館カメリ－ナ
●種目：体力測定（握力、上体起こし他）　ニュースポー
ツフェスティバル（カローリング他）
●参加費：無料

　毎年恒例の町民運動会を開催します。町内にお住まい
の方ならどなたでも参加できます。また、リニューアル
した陸上競技場での初めての開催ですので、竣工式も併
せて行います。皆さんの参加をお待ちしています。
●日時：10 月 14 日（日）　午前９時～開会式（小雨決行）
中止の場合は、午前７時に
防災無線でお知らせします。
●会場：町運動公園陸上競
技場（運動のできる服装で
参加してください）

●チケット取り扱い
【チケット販売所】
○ 町 体 験 交 流 館 学 び い な　 ☎ 72-0180　 ○ MUSIC 
PLAZA 白水堂　☎ 36-6601　○うすい百貨店（Ａ会場
のみ）　☎ 024-932-0001　○郡山市民文化センター　
☎ 024-934-2288

【ローソンチケット】
○ローソン店内の「Loppi」で購入（下記のＬコード必要）
　［Ａ会場］町体験交流館学びいな　Ｌコード 28111
　［Ｂ会場］野口英世至誠館　Ｌコード 28112
　［Ｃ会場］アンジュール猪苗代　Ｌコード 28113
○インターネット・モバイル予約（要会員登録）

アラン先生

　　　� 映画『天地明察』上映会開催
　映画「天地明察」の
上映会を開催します。
原作は、2010 年の本
屋大賞第１位に輝いた
冲
う ぶ

方
か た

丁
と う

のベストセラー
小説「天地明察」。「お
くりびと」で米国アカ
デミー賞外国語映画賞
を受賞した滝田洋

よ う

二
じ

郎
ろ う

監督の最新作です。
　主役の安

や す

井
い

算
さ ん

哲
て つ

を岡
田准

じゅん

一
い ち

さんが、また、
文治国家を志し、算哲
に改暦を命じる重要な
役どころとして登場す
る保科正之公を松本幸

こ う

一昨年の町民運動会の様子

　　　　　　　野口英世記念ばんだい高原国際音楽祭開催のお知らせ

　URL　http://l-tike.com/
○電話受付：0570-084-002（24 時間対応、要Ｌコード）
　0570-000-407（10：00 ～ 20：00 オペレーター対応）
※発券に掛かる手数料はお客様負担となりますので、あ
らかじめご了承ください。※ペア券とファミリー券は、
ローソンチケットおよび「学びいな」のみの取り扱いと
なります。
●チケット料金
○シングル（1 人券）1,500 円　○ペア（２人券・同一
ステージ有効）2,800 円　○ファミリー（4 人券・同一
ステージ有効）5,200 円　
※当日券は残席が出た場合のみ、学びいなで販売します。

四
し

郎
ろ う

さんが演じます。９月 15 日公開の話題作をぜひご
覧ください。
●日時：
９月 21 日（金）午後６時 30 分～（開場 午後５時 30 分）
９月 22 日（土）午後６時 30 分～（開場 午後５時 30 分）
●会場：町体験交流館学びいな
●料金：前売販売一般 1,300 円（大学生までと 60 歳以
上 1,000 円）　※当日券は年齢に関係なく 1,500 円とな
ります。
●前売り券取り扱い：町体験交流館、猪苗代観光協会、
猪苗代町商工会、まちづくり猪苗代（当日券は町体験交
流館でのみ販売）
●問い合わせ：町体験交流館　☎ 72-0180
※「天地明察」をよりお楽しみいただくため、各上映時
間の 30 分前から、保科正之公との関わりについて解説
します。こちらもお見逃しなく。



広報 猪苗代  2012-9    1617    2012-9  広報 猪苗代

いなわしろタウンページTown Information まちのお知らせ

税
１
期
督
促
状
の
公
示
送
達
に
つ
い

て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
86
号
「
国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
証
無
効
告
示
」

（
町
民
生
活
課
国
保
年
金
業
務
）

・
第
87
号
「
不
動
産
等
の
最
高
価
申

込
者
決
定
通
知
書
の
公
示
送
達
に
つ

い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
88
号
「
差
押
書
の
公
示
送
達
に

つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
89
号
「
交
付
要
求
書
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
90
号
「
公
売
通
知
書
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
91
号
「
平
成
24
年
度
町
県
民
税

１
期
督
促
状
の
公
示
送
達
に
つ
い

て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

公　

告

・
第
35
号
「
猪
苗
代
町
農
業
振
興
整

備
計
画
変
更
に
伴
う
公
告
に
つ
い

て
」（
農
林
課
農
林
業
務
）

・
第
36
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

に
よ
る
不
動
産
等
の
最
高
価
申
込
者

決
定
に
つ
い
て（
第
３
号
）」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
38
号
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

の
公
告
に
つ
い
て
（
第
４
号
）」

（
税
務
課
収
納
業
務
）

※
告
示
・
公
告
さ
れ
た
内
容
に
つ
い

て
は
、
役
場
前
掲
示
板
を
ご
覧
に
な

る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
課
に
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
締
切　

10
月
12
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

▼
申
込
方
法　

保
健
福
祉
課
へ
電
話

で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
業
務

☎（
62
）２
１
１
５

人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相

談
委
員
合
同
相
談
会

　

町
で
は
、
次
の
日
程
で
人
権
擁
護

委
員
と
行
政
相
談
委
員
の
合
同
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。
人
権
問
題
や
法

律
に
つ
い
て
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時　

10
月
４
日（
木
）

　

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

▼
場
所　

役
場
３
階　

日
本
間

▼
そ
の
他　

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

秘
書
広
報
業
務

☎（
62
）２
１
１
１

新
卒
者
等
の
採
用
事
業
主

に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す

　

猪
苗
代
町
で
は
、
若
年
層
の
町
内

町
職
員
候
補
者
を
募
集
し

ま
す

　

25
年
度
採
用
の
職
員
候
補
者
を
募

集
し
ま
す
。

▼
職
種
と
採
用
予
定
人
数

　

保
健
師
職　

若
干
名

▼
受
験
資
格

　

昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
４

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

（
学
歴
は
問
い
ま
せ
ん
）
で
、
保
健

師
及
び
看
護
師
の
両
方
の
資
格
・
免

許
を
有
す
る
人
、
ま
た
は
25
年
４
月

ま
で
に
取
得
見
込
み
の
人

▼
試
験
方
法

○
期
日　

10
月
８
日
（
月
）

○
場
所　

役
場
正
庁

○
内
容　

小
論
文
及
び
面
接
試
験

▼
受
験
申
込
用
紙
の
交
付

　

役
場
総
務
課
で
受
け
取
る
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
を
希
望
す
る

人
は
、
封
筒
の
表
に
「
保
健
師
職
試

験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、

80
円
切
手
を
貼
っ
た
あ
て
先
明
記
の

返
信
用
封
筒
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

○
あ
て
先　

〒
９
６
９―

３
１
２
３

　

猪
苗
代
町
字
城
南
１
０
０

　

猪
苗
代
町
役
場　

総
務
課

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

　

９
月
３
日
（
月
）
か
ら
９
月
28
日

○
福
島
県
の
労
働
者
支
援
融
資
制
度

の
紹
介

○
事
業
主
が
負
担
し
た
入
会
金
及
び

会
費
は
全
額
損
金
算
入
と
な
り
、
必

要
経
費
と
し
て
税
制
上
優
遇

▼
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
業
務　

☎（
62
）２
１
１
７

胸
に
空
洞
!?
失
恋
で
す

か
？
い
い
え
結
核
で
す

　　

９
月
24
日
か
ら
30
日
ま
で
の
１
週

間
は
、
結
核
予
防
週
間
で
す
。

　
「
せ
き
が
長
引
く（
２
週
間
以
上
）」

「
た
ん
が
出
る
」「
微
熱
が
続
く
」「
胸

が
痛
む
」
な
ど
の
症
状
が
あ
る
場
合

は
、
結
核
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

早
め
に
病
院
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

結
核
は
、
高
齢
者
に
多
い
病
気
で

す
。
65
歳
以
上
の
人
は
、
年
に
１
度

の
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診（
結
核
検

診
）を
受
け
る
こ
と
が
、
感
染
症
予

防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
だ
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
が
済
ん

で
い
な
い
人
は
、
早
め
に
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。
受
診
し
た
時
に
は
、
医

師
に
「
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診（
結

核
検
診
）実
施
済
証
」
を
記
入
し
て

も
ら
い
、
役
場
保
健
福
祉
課
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

（
金
）
ま
で
に
総
務
課
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

※
郵
送
の
場
合
は
９
月
27
日
（
木
）

の
消
印
ま
で
を
有
効
と
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

総
務
課　

行
政
管
理
業
務

☎（
62
）２
１
１
１

勤
労
者
互
助
会
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

　

猪
苗
代
町
勤
労
者
互
助
会
と
は
、

町
内
の
事
業
所
で
働
く
勤
労
者
の
生

活
安
定
と
労
働
福
祉
の
向
上
、
福
利

厚
生
の
増
進
な
ど
を
図
る
組
織
で
す
。

月
々
７
０
０
円
の
掛
金
で
幅
広
い
慶

事
に
給
付
で
き
る
共
済
制
度
で
、
加

入
・
請
求
手
続
き
が
簡
単
な
の
が
特

徴
で
す
。

▼
加
入
で
き
る
人

○
町
内
の
事
業
所
に
勤
務
す
る
従
業

員
及
び
事
業
主
の
人

○
町
内
住
居
者
で
、
町
外
の
事
業
所

に
勤
務
す
る
人（
労
働
組
合
加
入
者
・

臨
時
職
員
・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
・
そ

の
他
こ
れ
に
準
ず
る
人
は
加
入
で
き

ま
せ
ん
）

▼
主
な
共
済
内
容

○
給
付
金
に
よ
る
福
利
厚
生
（
結
婚

祝
金
、
出
生
祝
金
、
病
傷
見
舞
金
、

住
宅
災
害
金
な
ど
）

○
施
設
入
場
券
の
会
員
価
格
の
販

売
、
バ
ス
旅
行
、
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
な
ど
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

事
業

　

結
核
は
、
過
去
の
病
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
現
代
の
病
気
で
す
。
し
か
し
、

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
治
す

こ
と
が
で
き
ま
す
。
結
核
を
正
し
く

理
解
し
、
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

保
健
福
祉
課　

健
康
づ
く
り
業
務　

☎（
62
）２
１
１
５

親
子
で
一
緒
に
遊
び
な
が

ら
友
達
作
り

　　

町
で
は
、親
子
の
遊
び
の
教
室「
ち

び
っ
こ
ラ
ン
ド
」
を
前
期
と
後
期
の

２
回
に
わ
け
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
後
期
の
参
加
者
を
募
集
し
ま

す
。
お
友
達
と
一
緒
に
思
い
き
り
遊

び
ま
し
ょ
う
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
、
情
報
交
換

や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
場
と
し
て
、
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
対
象　

町
内
在
住
の
２
歳
か
ら
４

歳
ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者
20
組

※
以
前
参
加
し
た
こ
と
が
あ
る
人
は

除
き
ま
す

▼
日
程　

10
月
31
日
（
水
）・
11
月

21
日
（
水
）・
12
月
19
日
（
水
）・
25

年
１
月
23
日
（
水
）・
２
月
20
日
（
水
）

（
全
５
回
）

▼
時
間　

午
前
10
時
か
ら
12
時
ま
で

▼
会
場　

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

相　

談

で
き
る
書
類

⑥
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
を

証
明
で
き
る
書
類

▼
申
請
期
限

　

新
規
学
卒
者
等
を
雇
用
し
た
日
か

ら
起
算
し
て
６
カ
月
を
経
過
し
た
日

の
属
す
る
月
の
翌
月
10
日
ま
で
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

商
工
観
光
課　

商
工
観
光
業
務

☎（
62
）２
１
１
７

む
か
し
体
験
館
の
補
修
工

事
を
行
い
ま
す

　

む
か
し
体
験
館（
旧
山
内
家
住
宅
）

の
屋
根
補
修
工
事
に
伴
い
、
８
月
28

日（
火
）か
ら
11
月
30
日（
金
）
ま
で

の
期
間
は
当
施
設
を
利
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　

生
涯
学
習
業
務　

☎（
72
）０
１
８
０

告　

示

・
第
84
号
「
充
当
通
知
書
の
公
示
送

達
に
つ
い
て
」（
税
務
課
収
納
業
務
）

・
第
85
号
「
平
成
24
年
度
固
定
資
産

へ
の
就
職
促
進
及
び
早
期
離
職
者
の

再
就
職
支
援
を
目
的
と
し
て
、
新
規

学
卒
者
等
を
常
用
雇
用
者
と
し
て
採

用
し
た
町
内
の
企
業
等
の
事
業
主
を

対
象
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

▼
交
付
対
象
要
件

　

新
規
学
卒
者
等
を
常
用
雇
用
者
と

し
て
採
用
し
、
引
き
続
き
雇
用
し
て

い
る
企
業
等
の
事
業
主
で
、
次
の
い

ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
に
交
付
対

象
と
な
り
ま
す
。

①
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
こ
と

②
労
働
保
険
及
び
社
会
保
険
の
法
令

の
規
定
に
基
づ
き
、
雇
用
保
険
に
加

入
し
て
い
る
こ
と

③
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

▼
交
付
額　

　

１
人
あ
た
り
月
額
２
万
円

　

※
年
度
内
１
事
業
主
１
０
０
万
円

　

を
限
度
と
し
ま
す

▼
申
請
手
続
き

　

提
出
書
類
を
添
え
て
商
工
観
光
課

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
提
出
書
類

①
猪
苗
代
町
新
規
学
卒
者
等
就
職
支

援
奨
励
金
交
付
申
請
書

②
新
規
学
卒
者
等
の
雇
用
状
況
報
告

書③
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得
等

の
確
認
が
で
き
る
書
類

④
１
週
間
の
所
定
労
働
時
間
が
30
時

間
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確
認
で
き
る

書
類

⑤
雇
用
し
た
新
規
学
卒
者
等
が
町
内

に
住
所
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
証
明

掲
示
板

保　

健

子
育
て

お
知
ら
せ

募　

集



広報 猪苗代  2012-9    1819    2012-9  広報 猪苗代

 24 年 8 月 1 日現在の現住人口

　   人　口　　　15,469 人
　　世帯数　　　  5,044 戸
　　出生　  6 人　  転入　 23 人
　　死亡　32 人  　転出　 34 人

暮らしの情報広場 Life Information

お
詫
び
と
訂
正

▼
広
報
８
月
号（
№
６
２
２
）

の
記
事
中
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。

・
８
ペ
ー
ジ　

ま
ち
の
わ
だ

い
「
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち

込
め
て
」の
記
事
中
「
本
多

麻ま

友ゆ

子こ

さ
ん
」と
あ
る
の
は

「
本
多
麻ま

祐ゆ

子こ

さ
ん
」
の
誤

り
で
す
。
深
く
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。

月 20 日は午後０時 30 分から 1時
20分まで）
・合同就職面接会
午後 1時から 4時まで（※９月 20
日は午後 1時 30分から 4時まで）
●実施内容　　
　事業所のブースにおける人事担当
　者との個別相談、ハローワークな
　どによる職業相談・情報提供など
●主催　
　厚生労働省福島労働局、新卒応援
　ハローワーク、福島県
●その他
・事前申し込み不要
・参加事業所は各会場の開催一週間
前に、福島労働局ＨＰ上で公開
問厚生労働省福島労働局職業安定課
　☎ 024（529）5396

　 

　 猪苗代養護学校学習発　 
　 表会にご来場ください　
　
　猪苗代養護学校では、日ごろの学
習の成果を発表する場として、学習
発表会を行います。
　劇などのステージ発表のほか、本
校児童生徒の作品展、日ごろの活動
を体験できるイベントコーナー、作
業学習製品の販売コーナーなど、盛
りだくさんの内容です。皆さんのご
来場をお待ちしています。
●日時　10 月 13 日（土）
・オープニング
午前９時 20 分から９時 30 分まで
・ステージ発表　
午前９時 30 分から 11 時まで
・作品展　
午前９時 30 分から午後２時まで
・製品販売・イベント　
午前 11 時から正午まで
・外部団体との交流　
午後１時から 1 時 45 分まで
・フィナーレ　
午後 1 時 50 分から２時 20 分まで
※進行状況により、若干時間が前後

することがあります。
問猪苗代養護学校　☎（65）2151

　 「就業構造基本調査」に
　 ご協力をお願いします
　
　総務省統計局では、10 月１日現
在で「就業構造基本調査」を実施し
ます。
　この調査は、国民のふだんの就業・
不就業の状態を詳細に把握すること
により、雇用政策、経済政策などの
企画、立案に必要な基礎資料を得る
ことを目的としています。
　調査する地域は、全国から統計理
論に基づき無作為に選ばれ、就業構
造基本調査により集められた情報
は、厳重に保護されます。
　９月以降、調査員が調査世帯に伺
いますので、調査の趣旨をご理解い
ただき、調査票にご記入くださるよ
うお願いいたします。
問役場企画財務課企画調整業務
　☎（62）2112

　 
　 農作業中の事故には十
　 分に注意しましょう！　
　
　稲刈り等の季節になり、農作業を
行う機会が増えてきました。農作業
中のけがには十分注意しましょう。
●倒れた農機具の下敷きになり、周
りに人がいないため助けを呼べず、
命を落としてしまう事故が多くあり
ます。農機具の転倒には十分気をつ
け、誰かと一緒に作業するようにし
ましょう。
●コンバインに稲わらが詰まった際
に、稲わらを取ろうとして機械が止
まる前に回転部に手を入れ、けがを
負う事故もあります。安全を確認し
てから機械に触れるようにしましょ
う。万が一事故が発生してしまった
ら冷静に 119 番通報をしましょう。
問猪苗代消防署　☎（62）4433

編
集
後
記

　 原子力損害賠償紛争解決
　 センターをご利用ください

　原子力損害賠償紛争解決センター
は、原子力発電所事故によって被害
を受けた人の損害賠償に関する紛争
を迅速かつ公正に解決することを目
的として設置された公的な紛争解決
機関です。予約は不要ですので「和
解仲介申立書の書き方」などの和解
仲介手続きの説明を希望される人
は、直接お越しください。
●福島事務所会津支所　
　会津若松市一箕町松長 1-17-62
●受付時間　
　午前９時～午後５時（平日）
※損害賠償請求の可否や、請求金額
などの法律相談はお受けすることが
できません。原子力損害賠償支援機
構・弁護士会等の無料法律相談等を
ご利用ください。
問センター共通フリーダイヤル
　☎ 0120（377）155

　 公正証書で個人の権利
　 や財産を守りましょう　

　10 月１日から７日は「公証週間」
です。公証制度は、公証人が大切な
遺言・契約の公正証書の作成、確定
日付の付与、定款や私文書などの認
証など、国の公証に関する事務を取
り扱う制度です。公正証書に書かれ
ている内容は、裁判その他の面で、
高い証拠力が与えられます。

　遺産相続、金銭貸借、不動産貸借、
離婚に際しての慰謝料、養育費など
の問題は、先々にもめごとを引き起
こしがちです。そんなとき遺言や当
事者間の取り決めを公正証書にして
おけば、後のトラブルを防止し、権
利や財産を守ることができます。相
談は無料です。お気軽にご相談くだ
さい。
問会津若松公証役場　☎（37）1955

　
　 

　 「ふくしま大卒等合同就
　 職面接会」を開催します　 
　　
　大学等を卒業予定の人、22 年３
月以降に卒業して現在就職活動をし
ている人を対象に、正社員で雇用す
る計画のある県内企業との面接会を
開催します。
●開催日・会場
○９月 20日（木）
　コラッセふくしま
※福島、二本松地区の企業 40社
○９月 28日（金）
　ビッグパレットふくしま
※郡山、須賀川、白河地区の企業 70社
○ 10月 11日（木）
　いわき産業創造館
※いわき地区の企業 40社
○ 11月 21日（水）
　ビッグパレットふくしま
※県内の企業 70社
●時間
・就職支援セミナー
正午から午後０時 50分まで（※９

ᄾǽǽᝬ
　猪苗代警察署管内の犯罪・交通事故
　発生状況（平成 24 年７月 31 日現在）

１　犯罪発生状況

２　交通事故状況

年別
町村別 平成 24 年 平成 23 年 増　減 増減率％

猪 苗 代 町 42 48 △ 6  △ 12.5
磐 　 梯 　 町 15 9  6 　 66.7
裏 　 磐 　 梯 8 6  2  △ 33.3

　　　計 65 63  2 　   3.2

町村別
罪種別

猪苗代町 磐梯町 裏磐梯
24 年 23 年 24 年 23 年 24 年 23 年

窃盗犯計 28 39 8 9 6 6
空き巣 1
金庫破り
事務所荒らし
出店荒らし 2 3 1
倉庫荒らし
侵入盗その他 3 2 1 1
置引き 2
車上ねらい 3 3 1 1 2 2
部品ねらい 1
脱衣場ねらい 3 1
自販機ねらい
万引き 4 11
職場ねらい 1
さい銭盗 4 1
畑荒らし
スキー・
スノーボード盗 2 7 2 2 2 1
非侵入盗その他 3 1 3 4 1 2
自動車盗
オートバイ盗
自転車盗 5 7
その他の
乗り物盗
暴行・傷害 2 1
詐欺・横領 3 3 1

遺失物等横領 1 2
器物損壊 8 4 2

その他の刑法犯 2 2 1
総　計 42 48 15 9 8 6
増　減 △ 6 6 2

死亡事故 0 0 0 0 0 0
増　　減 0 0 0
人身事故 57 49 7 5 2 1
増　　減 8 2 1

▼
今
年
の
夏
は
世
界
遺
産
の

平
泉
に
行
き
、
中
尊
寺
金
色

堂
を
見
ま
し
た
。
堂
の
内
外

に
押
さ
れ
た
金
箔
や
、
白
く

光
る
夜
光
貝
の
細
工
が
美
し

く
目
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
秋

も
お
寺
巡
り
を
し
て
、
文
化

の
秋
を
満
喫
す
る
の
も
い
い

で
す
ね
。（
新
明
）

▼
８
月
26
日
開
催
の
県
消
防

操
法
大
会
に
は
、
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
に
第
４
分
団
が
出

場
し
ま
し
た
。
入
賞
こ
そ
逃

し
ま
し
た
が
、
長
い
間
練
習

に
励
ん
で
き
た
選
手
の
皆
さ

ん
、
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
団

員
の
皆
さ
ん
、
本
当
に
お
疲

れ
さ
ま
で
し
た
。（
矢
森
）

ȝᅺɜȮ

ǽǽᐳ߿

お悔やみ申し上げます

（ ７月 15 日～８月 14 日受付分※敬称略 ）

氏　　名 年齢 世帯主 行政区

古川トシヱ 88 順 見禰

西村　志良 87 志良 葉山

髙見澤　茂 76 茂 新北町

荒池　保彦 78 保彦 神明町

山住　三郎 73 三郎 名古屋町

本多　幸子 85 央 土町

石川　　功 76 功 西舘

大石　トミ 84 藏 富永

穴澤　久馬 90 久馬 旭町

石井　サヨ 91 サヨ 沼尻駅前

古川　武雄 89 武雄 下舘

瀬野キミヱ 99 キミヱ 土町

長谷川嘉喜 76 嘉喜 四ツ谷

杉栁　正平 88 正平 扇田

土屋　雅彦 55 信一 関脇

小澤　　信 95 信 六角

新田　義経 55 義経 百目貫

佐瀬　静枝 86 静枝 桜ケ丘

加藤　　登 80 登 新北町

金田　　希 89 希 桜ケ丘

笠間　シゲ 86 シゲ 蒲谷地

神　　利子 72 薫 川桁

※広報に氏名の掲載を希望されな
い場合は、窓口に申し出ください。

   今月の納期
（納期限 10 月１日）

●国民健康保険税

 　　　　　　　  第３期分

●介護保険料  第３期分

●後期高齢者医療保険料

 　　　　　　　  第２期分

●上下水道使用料  ９月分

าǽǽ৙

町の人口

　
　
　

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
分
の

　
　
　

消
息
欄
は
削
除
し
ま
し
た
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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みんなの美術館
９月は長瀬小学校のお友達の作品です

【材料】４人分
キャベツ  200㌘・ニンジン 80㌘・じゃがいも 200㌘・
素干し桜エビ 8㌘・油 6㌘・赤唐辛子 少々・Ａ｛酢 
60ml・塩 2㌘・砂糖 8㌘｝

【作り方】
① 千切りにしたキャベツとニンジンをさっとゆで
る。ジャガイモも千切りにし、水に浸してアク抜き
をしたら熱湯で１～２分ゆで、ざるにあげて冷ます。
② 油を熱したフライパンに小口切りにした赤唐辛
子、桜エビを入れて炒める。香りが出たら火を止め
ボールに移し、Ａを加え混ぜ合わせる。
③ ①と②を和え器に盛って出来上がり。

【一人当たりの栄養量】　エネルギー 89㌔㌍、塩分 
0.6㌘

野菜と千切りじゃがいもの
ピリ辛甘酢和え
（減塩メニュー）

■一口メモ■
　桜エビの香ばしさと赤唐辛子のピリッとした辛さがアクセントとなり、さっぱりと塩分少なめで
食べることができます。

食生活改善推進員コーナー ～旬の野菜でカンタン料理～　　　№ 184

ギンヤンマ

図鑑を見ながらギンヤンマ
の顔を描

か

きました。目の黒
い部分を描くのが難しかっ
たけど、上手に描けたと思
います。

田中　達
た つ

也
や

さん（２年）

書道「美しい心」

「美」の字が特に上手に書
けました。右はらいが難し
かったです。気をつけて書
いた止めの部分がうまくで
きました。

宗形　朝
あ さ

陽
ひ

さん（５年）


